
開催日：令和 5年 12月 12日 

会議名：令和 5年文教常任委員会（12月 12日） 

 

○西本ちかこ おはようございます。 

 私からは、放課後子ども教室について、お伺いさせていただきます。 

 放課後子ども教室は、保護者の就労状況に関わらず、こどもたちの自主性や想像力

などを養い、豊かな体験活動が育まれる場となっていると思いますが、私が住む地域

では、スタッフの確保が難しく、開催日数を減らさざるを得なくなり、コロナ禍以降、

体験の場である講座も若干減っている状況が課題となっております。 

 そこで何点か質問をさせていただきます。 

 改めまして、放課後子ども教室の成り立ちと役割についてお聞かせください。また、

放課後子ども教室でのこどもの過ごし方、スタッフの配置についてお聞かせください。 

 

○吉﨑社会教育振興課長 平成１９年度にモデル実施後、平成２０年度から本格実施

しました。各小学校区ごとに地域で組織する実行委員会に、放課後子ども教室を委託

し、放課後や週末にこどもが安全・安心に過ごせる居場所を提供してきました。 

 こどもたちは宿題をしたり、自由遊びや校庭遊び、各種講座を体験したりして過ご

しています。 

 スタッフの配置については、コーディネーターは、活動プログラムの企画、策定の

ほか、学校や関係機関、団体との連絡調整などを行っています。安全管理員は、活動

中の安全を確保するほか、けがした場合は応急手当等を行っています。地域ボランテ

ィアについては、講座のお手伝いや見守りを行っております。 

 

○西本ちかこ 有償ボランティアさんと無償ボランティアさんがいるとお聞きして

おりますが、教えていただけますでしょうか。 

 

○吉﨑社会教育振興課長 有償ボランティアは、校区実行委員会で、コーディネータ

ー、安全管理委員、地域ボランティアの登録を行っている方で、無償ボランティアに

ついては、主にＰＴＡから放課後子ども教室に関わっていただいている方が多いと聞

いております。 

 

○西本ちかこ では、放課後子ども教室の備品や設備についての予算、人件費、府の

予算、負担割合についてお聞かせください。 

 

○吉﨑社会教育振興課長 放課後子ども教室は、各校区実行委員会に委託して実施し

ており、委託料の内訳は人件費のほか、実行委員会経費、備品、消耗費、通信費、施



設使用料を積算しております。 

 また人件費については、各校区に聞き取りの上、予算要求を行っており、大阪府の

教育コミュニティづくり推進事業補助金を活用しております。なお、令和５年度の委

託料における負担割合は、市が９１．５％、府が８．５％となっております。 

 

○西本ちかこ 委託料として必要な経費をお支払いし、地域住民に支えていただいて

いると思いますけれども、各地域の実情によって人の確保については違うと思います。 

 また、多様な活動プログラムを継続的に実施するための人材確保は大きな課題では

ないでしょうか。 

 実行委員会との間で、課題や困り事について、意見交換の機会はお持ちでしょうか。

また、どういったお声があるか、お聞かせください。 

 

○吉﨑社会教育振興課長 定期的に放課後子ども教室実行委員長に集まってもらい、

代表者連絡会を開催し、放課後子ども教室の課題共有や交流を行うほか、放課後子ど

も教室研究会において、参加者が持ち寄って意見を交換し、代表者連絡会に反映して

おります。 

 なお、担当者が教室訪問しヒアリングを行うことで個々の情報についても収集して

おります。 

 いただいている声として多いのは、人手不足による教室運営の困難な状況などが寄

せられております。 

 

○西本ちかこ 意見交換をする場は、定期的に持たれているということで、担当者が

教室訪問も行っていただいているということが分かりました。人手不足による教室運

営の困難な状況のお声も寄せられているということが分かりました。 

 では、スタッフ募集については、ホームページに掲載をされていますが、どのよう

に周知を図られているか、また、本市にある各大学への依頼などはされていますでし

ょうか。また、周知の結果、なかなか課題解決に至らない地域について、どのような

対策を取られていますでしょうか、お聞かせください。 

 

○吉﨑社会教育振興課長 スタッフの確保の取組については、大学生ボランティア、

地域ボランティアを募集する取組を行っております。 

 大学生ボランティアを募集するための取組としては、以下の４点が挙げられます。 

 各自治会へ大学生ボランティア募集チラシを配布、おおさか元気広場大学生ボラン

ティア募集説明会に参加、大学連携プラットフォーム会議に参加し、市内大学、追手

門学院大学、立命館大学、藍野大学、大阪行岡医療大学、梅花女子大学に募集チラシ

を周知。立命館大学ボランティア体験プログラム実施となっております。また、地域



ボランティア募集の取組としては、広報いばらきの令和５年４月号、１２月号に募集

記事を掲載しております。青少年センターだよりの中に、地域ボランティア募集記事

を掲載しております。広報いばらき、令和６年２月号では、巻頭特集の一部に地域ボ

ランティア募集の記事を掲載していただく予定となっております。 

 スタッフ確保に課題のある校区については、現状の実施可能な範囲で、放課後子ど

も教室を実施していただくように声をかけさせていただいております。 

 

○西本ちかこ 様々な周知をいただいているということが分かりまして、丁寧にご説

明、ご回答いただきありがとうございました。 

 大学生が、こどもと触れ合うことで、将来教員を目指される学生にとってはとても

よい経験になると思います。大学生ボランティアは、無償ボランティアと事前にお聞

きしました。地域在住の大学生に来ていただければよいのですが、なかなか見つから

ず、遠方の校区へはなかなか来ていただけないと思いますので、交通費をご負担いた

だくことなども考えてはいかがかと思いますが、考えをお聞かせください。 

 

○吉﨑社会教育振興課長 今後についてですが、自宅や学校から離れた校区にも参加

しやすいよう、大学生ボランティアに交通費を支給することを検討しております。 

 

○西本ちかこ ぜひ、よろしくお願いいたします。 

 次に、放課後子ども教室が盛んに行われている校区の見学会が行われたと聞きまし

た。見学会についての経緯をお聞かせください。盛んに行われている校区の内容をぜ

ひ教えていただきたいと思います。また、関わられているボランティアの方の構成に

ついてもお聞かせください。 

 

○吉﨑社会教育振興課長 令和５年１１月１日に、茨木小学校区放課後子ども教室で、

放課後子ども教室スタッフ研修会を行いました。 

 研修内容は、受付、宿題、自由遊びの見学、茨木小学校区放課後子ども教室の概要

説明、参加者からの質疑応答です。 

 茨木小学校区放課後子ども教室の実施内容は、宿題や自主学習、運動での自由遊び、

講座です。実施時間は、月曜日から金曜日までの授業終了から午後４時半まで、土曜

日は講座を実施していただいております。 

 関わられているボランティアの方の構成は、コーディネーター、安全管理員、地域

ボランティア、学習支援アドバイザーです。 

 

○西本ちかこ 参加された校区は、何校区あられたのでしょうか。参加された校区で、

生かせる点や生かすには課題があるなど、そういった課題がどういったものかなど、



アンケートなど、お声を聞かれていましたら、内容をお聞かせください。 

 

○吉﨑社会教育振興課長 見学会に参加された校区は１１校区です。参加された校区

の皆様に感想を書いていただきました。 

 参加された校区で生かされる点は、早帰りの児童にオレンジの腕章をつけておく工

夫や、児童がランドセル等の荷物のかごを用意するということです。 

 安全管理員さんが分かりやすく声かけをしやすいという声がありました。また、ボ

ランティアのスタッフが多くいてうらやましいという声もあり、やはりボランティア

不足が課題であると認識いたしました。 

 

○西本ちかこ 放課後子ども教室へ高齢者の方に参加いただけると、こどもと高齢者

が互いに交流することができ、地域の見守りにもつながりということだと思います。 

 今後、見学会の内容を生かすには、課題があると考えられている校区へのアドバイ

スなどはどのように行われたのでしょうか、お聞かせください。 

 

○吉﨑社会教育振興課長 見学会で学んだことを、校区へ持ち帰っていただき、実行

委員会で共有していただいた上で、地域の実情に合わせて、可能な部分から改善して

いただくようアドバイスをしております。また、課題があると考えられている校区へ

の訪問を行い、実行委員会とともに、課題の解決を考えていきます。 

 

○西本ちかこ この放課後子ども教室ですが、平成１９年度の国の放課後子どもプラ

ンにより、本市が全３２校区で、地域の方々のご協力を得て行われ、長きにわたり実

施をされているということについては、本当にすばらしいことだと思っております。 

 茨木小学校は、当初から多くの高齢の方々が取り組まれており、うらやましいと私

の地域でもお聞きをいたしました。 

 私も教職員のＯＢの方２名に体験参加をしていただいたり、老人会の方にお声がけ

をしたりしましたが、やはり継続には至っておらず、難しいと感じております。 

 私も、少しですが参加をさせていただいておりますが、低学年の参加が多く、本当

にこどもたちが可愛くて刺激を頂いております。 

 有償ボランティア、無償ボランティアの詳細や、教員免許がなくても誰でも参加で

きること、また、宿題を教えるのではなく、見守るだけでいいんだというようなこと

を、情報をオープンにされて、体験参加日や地域の皆さんの見学会を開催するなど、

間口を広くしていただくように、また、そのサポートを市の担当課には担っていただ

くようお願いしたいと思います。 

 継続しての周知も併せてよろしくお願いいたしたいと思います。 

 以上で、私の質問を終わらせていただきます。 


